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付録 5　介入と支援実装について記述するためにBCW、BCTTv1およびTDFを用いる
　 ‘Sepsis Six’ケアパスの遵守状況を改善させる

BCT ［介入］
　機能

テキストの記述 ケイパビリティ 機会 動機づけ

身体的 心理的 社会的 物理的 内省的 自動的
スキル 知識 記憶・注意・

意思決定プ
ロセス

行動調整ス
キル

社会的影響 環境的コン
テキストと
資源

ケイパビリ
ティに関す
る信念

結果に対す
る信念

社会的／専
門職的役割
とアイデン
ティティ

楽観主義 目標 感情

健康の結
果に関す
る情報提
供

教育、説
得

スタッフには敗血症の危険
と、パスに従うことの有効
性が伝えられた。

結果の重
点

説得 スタッフには敗血症で不必
要に死亡した若い患者の
ことが伝えられた。

社会的な
比較

説得 スタッフは他の病棟の高い
遵守率について伝えられ
た。

行動の実
演

トレーニ
ング（訓
練）

ス タ ッ フ は Sepsis Six

の訓練シミュレーションに
立ち合い、参加した。

行動を実
行する方
法の指示

教育

行 動 の
練習／リ
ハーサル
習慣形成

トレーニ
ング（訓
練）

行 動 に
対 す る
フィード
バック

説得 スタッフの遵守状況は委員
会と介入実装担当者によ
りモニターされ、グルー
プミーティングで言語によ
るフィードバックがなされ
た。
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環境に物
を追加す
る

環境再構
築　　　
実行支援

各病棟には Sepsis Six の
6段階で必要となる器具す
べてが含まれている「敗血
症対応用カート」「敗血症
対応用バッグ」が配布され
た。

きっかけ
／ 合 図
（キュー）
過去の成
功に注目
する

説得 遵守率が低下した場合、ス
タッフは自病棟での過去の
遵守改善について思い出
すように促された。

環境に物
を追加す
る

環境再構
築

各病棟には実装に必要と
思われるすべての抗生剤
を含む戸棚が提供された。

目標設定
（行動）

実行支援 スタッフはパスの 6ステッ
プすべての遵守率 95%が
グループ目標として示さ
れた。

行 動 に
対 す る
フィード
バック

説得 スタッフ室にはリアルタ
イム遵守を示す書類が掲
示され、毎日介入ファシリ
テーターにより更新され
た。

行動の自
己モニタ
リング

実行支援 スタッフはチェックリスト
に記入して署名し、各ステ
ップを完了するごとに患者
ノートに敗血症ステッカー
を貼った。

きっかけ
／ 合 図
（キュー）

環境再構
築
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課題解決 実行支援 スタッフは積極的にSepsis

Sixに従事しやすくなるた
めの解決策を生み出し、フ
ィードバックセッションで
今後の遵守を確認した。

行動を実
行する方
法の指示

教育 スタッフはどのように敗血
症を同定するかを伝えら
れ、いつ Sepsis Six を適
用するかの情報を書面形
式で与えられた。

目標設定
（アウト
カム）

実行支援 ［NHSの］トラストでは
敗血症に係わる深刻で困っ
たインシデントをパイロッ
ト病棟で 50%減少させる
目標を設定した。

現状の行
動と目標
との乖離

実行支援 パスのばらつきはスタッフ
ミーティングで検討され、
目標である 95% と比較さ
れた。

きっかけ
／ 合 図
（キュー）

環境再構
築

スタッフにきっかけと 6ス
テップをリマインドするた
めに電話アプリが作成さ
れた。

行動を実
行する方
法の指示

教育 電話アプリが敗血症の同
定方法と Sepsis Six の実
施方法を指示した。

自己モニ
タリング

実行支援 電話アプリにはタイマー
機能が備わり、スタッフは
いつ各ステップが完了した
かをモニターできた。

環境に物
を追加す
る

環境再構
築

Sepsis Sixのロゴが設計さ
れ、ロゴの入ったアイテム
が病棟中に配布、展示され
た。

きっかけ
／ 合 図
（キュー）
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アウトカ
ム行動に
関するフ
ィードバ
ック

説得 Sepsis Sixで治療を受けた
病棟患者はフォローされ、
スタッフは毎週そのアウト
カムについてフィードバッ
クされた。

ケイパビ
リティに
関する言
語的な説
得

説得 Sepsis Sixは容易に適用さ
れ、習慣となりうることが
強調された。

アウトカ
ム行動に
関するフ
ィードバ
ック

説得 スタッフには自分たちの遵
守状況によって患者アウト
カムが改善したことが伝
えられた。

行動を実
行する方
法の指示

教育 特定の患者にどのように
適切な抗生剤を選択する
かという方法を指示した
抗生剤プロトコールがパ
スのプロトコールに追加
された。

特定され
ず

教育 敗血症啓発イベントが全
トラストで実施され広報
された。

行動を実
行する方
法の指示

知識、イ
ンセンテ
ィブ付与

6つのステップの実施方法
を指示し、改善した患者の
エピソードと Sepsis Six

を用いて治療したスタッフ
を労う内容が含まれたビ
デオが提示された。

結果の重
点
社会的報
酬
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インセン
ティブ付
与

遵守状況と患者アウトカ
ムが改善すると、スタッフ
は理事会と介入ファシリ
テーターから積極的な激
励を受けた。

行動を実
行する方
法の指示

教育 病院のイントラネットに
Sepsis Sixの実施方法を指
示する敗血症ポータルが
掲載された。

社会的支
援（不特
定）

実行 支援実装に課題がある場
合、スタッフは支援してく
れる上級者や介入ファシリ
テーターを探すよう奨励
された。例：遵守しない特
定のスタッフメンバーに関
して。

社会的支
援（不特
定）

実行 支援スタッフは役割に関わ
らず自分の臨床的な裁量
でパスを開始する正当な
権限があると感じられる
よう支援を受けた。

行 動 に
対 す る
フィード
バック

説得 パスの遵守が充分でない
人は、特定のインシデント
発生後に、遵守が充分でな
いことが伝えられた。解決
策が作成された。

課題解決 実行支援
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